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出 席 委 員       

委 員 長         幡          慶    一 

 馬    場    和    子 

  辻          紘    一 委    員 

  岡          義    博 

教 育 長        横 田 淳 一 

欠 席 委 員       

  

説明のため会議に出席した者等 

教育部長 林 昇   

文化部長 松 木 健 吉   

教育部次長 
社会教育課長事務取扱 久 利 泰 夫   

教育部次長 
学校教育課長事務取扱 上 原 直 行   

文化部次長 
文化振興課長事務取扱 川 崎 正 視   

文化部次長 
中央図書館長事務取扱 中 川  仁   

総務課長 川 田 喜 義   

美術館美術課長 吉 田 往 嗣   

総務課長補佐 南  岳 志   

総務課総務係長 佐々木啓明   

    

    

    

会議録署名委員            岡  義 博 

事務局担当書記            谷 本 泰 洋 

【特記事項】 傍聴人なし   
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議 事 日 程      （１月定例会） 

日程第１ １２月定例会会議録承認について 

日程第２ 議案第１号 高松市立学校の休校等について 

日程第３ 報告事項  

 １ 平成１９年度全国学力・学習状況調査について 

 ２ 小中一貫教育に関するアンケート結果について 

 ３ 
いきいき高松まなびプランⅡ(仮称)－高松市生涯学習基本計画－
(原案)について 

 ４ 第３回美術館のあり方検討委員会の開催結果について 

日程第４ 議案第２号
平成１９年度高松市立小・中学校教職員永年勤続者に対する

感謝状贈呈式の開催について 

日程第５ 議案第３号 高松市文化財の指定について（諮問） 

日程第６ その他 
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【平成２０年１月２４日（木） 議 事 内 容】 

 

午後２時 開会               

委員長が，会議録の署名委員に岡委員を指名。 

 

日程第１ １２月定例会会議録承認について 

 

委員長が，１２月定例会会議録承認について各委員に諮り，原案のとおり可決。 

                                                   

日程第２ 議案第１号 

   議案第１号 「高松市立学校の休校等について」 

 

学校教育課長から，平成２０年度に休校，または開校を行う高松市立学校について説明。 

 

＜質疑＞ 

○ 委  員  休校ということですから，廃校の跡地利用のように，学校利用という点は，

問題になりませんね。 

○ 学校教育課長  その学校へ転入学等を希望する児童・生徒がいれば，すぐに開校でき

るようにしておかなければなりませんので，他の目的で校舎を使用することは，難

しいと思います。したがって，最低限度の維持管理だけが行われます。 

 

委員長が，各委員に諮り，原案のとおり可決。 

 

日程第３ 報告事項 

   報告事項１ 「平成１９年度全国学力・学習状況調査について」 

 

学校教育課長から，平成１９年度全国学力・学習状況調査に係る結果の考察と今後の

指針について説明。 

 

＜質疑＞ 
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○ 委  員  学力面で，全国平均を上回っていることは喜ばしいことだと思いますが，

日常生活面での調査で，全国平均よりも低い項目が見られることは残念です。社会教

育課として，フォローできる部分はあるのでしょうか。 

○ 社会教育課長  学校外の集団活動の中で培われる部分がありますし，家庭における保

護者の指導という面で働きかけをする部分もあると思います。この結果については，

社会教育課としても，真摯に受け止めたいと思っています。 

○ 委  員  このことは，学校教育課と社会教育課が力を合わせて取り組んでいかなけ

ればならないことだと思います。私が，学校訪問などをした限りでは，子どもたちは，

生活面で助け合いの心を見せていたり，自主性を発揮していると思うのですが，この

ような結果が出るとは思っていませんでした。 

○ 委  員  授業参観の後，学級ＰＴＡなどのような保護者会は，今でも行われている

のでしょうか。 

○ 学校教育課長  行われています。 

○ 委  員  それなら，この結果を参考資料として，学級ＰＴＡで話し合っていくこと

が大事だと思います。 

○ 委  員  中学校の資料中に，「基本的な生活習慣が身に付いている生徒ほど，学力が

定着しやすい。」とか，「家族との関わり（話し合いや手伝い）が多い生徒ほど，学力

が定着しやすい。」という記述がありますが，これは，学力面と日常生活面の結果を対

比した上での考察でしょうか。 

○ 学校教育課長  そうです。資料中の生活面での調査結果の「内容」の最後に，（※） 

マークがあるものは，学力面と日常生活面を対比できる項目となっています。これら

について調べると，そのような傾向が出ていたようです。 

○ 委  員  この結果を受けて，学力は，生活習慣と関係があるので，このようなこと

も踏まえて指導してほしいと学校へ伝えるのでしょうか。 

○ 学校教育課長  学習指導だけではなく，やはり生活指導が基本であることを学校だけ

でなく，保護者の方々にも伝えていきたいと思います。 

○ 委  員  方向性は良いと思いますが，家庭生活の中にどれだけ踏み込んでいけるか

注意する必要があり，これらのことが受け入れられるためには，工夫を要すると思い

ます。また，こちらから学校に対して伝えるだけでなく，学校側からフィードバック

されるものはあるのでしょうか。 
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○ 学校教育課長  学校から報告してもらうことまでは考えていませんが，来年度，学校

訪問などを行った際には，高松市の学力・学習状況調査の結果を受けて，学校でどの

ような取組みをしているかを確認しようと思っています。また，その数か月後に，指

導主事による要請訪問があるのですが，それらの取組みによって学校でどのような変

化があったのか，聞き取りを行っていきたいと考えています。ですが，各学校でも，

それぞれに分析を行っていると思いますので，学校ごとに，細かい対応策を考えてい

ると思います。 

○ 教 育 長  香川県の学力については，小学校が全国で３位，中学校が全国で８位と，

高い順位でありますが，高松市の生活状況の調査で，「近所の人に会ったときは，あい

さつをしている。」が「やや低い」，「人が困っているときは，進んで助ける。」が「低

い」という結果が出ているのは，非常に残念なことです。この点については，各学校

に重点的に取り組んでいただきたいと思いますので，校長会等で十分に指導を促して

いきたいと思います。 

 

   報告事項２ 「小中一貫教育に関するアンケート結果について」 

 

学校教育課長から，平成１９年度から新設統合第一小・中学校（仮称）の対象５小中

学校において実施されている小中一貫教育に関するアンケート結果について説明。 

 

＜質疑＞ 

○ 委  員  新設統合第一小・中学校（仮称）の関係者以外にアンケートを行ったとい

うことですが，関係校以外の保護者の方々は，小中一貫教育に関する情報をどこか

ら手に入れたのでしょうか。 

○ 学校教育課長  関係校以外の保護者に対しては，直接に説明を行っていませんので，

マスコミによる情報や，口コミによるものだと思います。 

 

   報告事項３ 「いきいき高松まなびプランⅡ(仮称)－高松市生涯学習基本計画－(原案)

について」 

 

社会教育課長から，現在策定中の高松生涯学習基本計画の原案の概要について説明。 
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＜質疑＞ 

○ 委  員  関連するものに「放課後子どもプラン」があったと思いますが。 

○ 社会教育課長  具体的な事業としては，放課後子ども教室が位置づけられており，留

守家庭児童会と連携しながら取り組んでいくことになります。放課後子ども教室推

進委員会が立ち上げられており，連携に関しては，今後の検討課題として協議を 

行った上で，取り組んでいきたいと考えています。 

 

   報告事項４ 「第３回美術館のあり方検討委員会の開催結果について」 

 

美術館美術課長から，１月２３日に開催された第３回美術館のあり方検討委員会の開催

結果について説明。 

 

＜質疑＞ 

○ 委  員  市民アンケートを実施し，その回収率が３０パーセント程度だったことは

残念ですが，本当に美術館に関心のある方が答えていただいたということで，今後

の方向性を考えたり，課題を見つける上では良かったのではないでしょうか。素晴

らしい御意見をいただいており，思い切った転換をするのは今しかないということ

ですが，そのための作業はとても大変なことだと思います。しかし，市民のために

も魅力ある美術館にしていただきたいと思っています。 

○ 委  員  高松市美術館が開館してどれくらいになるのでしょうか。 

○ 美術課長  昭和６３年８月に開館しましたので，今年の夏で２０年になります。 

○ 委  員  その間に，今回のようなアンケートを実施したことがありますか。 

○ 美術課長  展覧会ごとに美術館の来館者にアンケートを実施することはありましたが，

全市的なアンケートは，今回が初めてです。 

○ 委  員  見たい企画がないという意見もありますが，このような方々が，どのよう

な企画を望んでいらっしゃるかは，分かるのでしょうか。 

○ 美術課長  展覧会の際に行っているアンケートなどには，具体的な作家名を書かれた

方もいらっしゃいましたが，誰もが知っているような有名作家の展覧会であれば，

来館される方も多くなると思います。有名作家や，有名美術館の収蔵品でない場合，
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どんなに美術作品として素晴らしいものであっても，一般の方々にはイメージが沸

かないこともあって，来館される方は少なくなっているようです。今後は，展覧会

の名称等の工夫も必要であり，広報の仕方も大事になってくると思います。そうす

ることによって，美術に関心のない方にも目を向けていただくとともに，数年に一

度程度，来館されるような方々が，年に一度でも来館していただけるようになれば，

入場数増につながっていくことと思います。 

 

委員長が，議案第２号および議案第３号について，地方教育行政の組織及び運営に関する

法律第１３条第６項の規定により，会議は公開しないことを各委員に諮り，非公開とするこ

とに決する。 

 

日程第４ 議案第２号 

   議案第２号 「平成１９年度高松市立小・中学校教職員永年勤続者に対する感謝状贈

呈式の開催について」 

 

＜非公開審議，内容不記載＞ 

 

日程第５ 議案第３号 

   議案第３号 「高松市文化財の指定について（諮問）」 

 

＜非公開審議，内容不記載＞ 

 

日程第６  その他 

 

（発言する者なし） 

午後４時２５分 閉会 

議決事項 

「高松市立学校の休校等について」 

「平成１９年度高松市立小・中学校教職員永年勤続者に対する感謝状贈呈式の開催について」 

「高松市文化財の指定について（諮問）」 


